
～ 重点目標 ～

令和７年度 札幌市立厚別北小学校の教育

～ 現在地を把握し、目標に向かって適切なサポートを ～

思いを大切に

笑顔で挑戦する「あつきたっ子」の育成

まなびを充実
「学ぶ力」育成プログラム

〇学びがいのある楽しい授業
・「個別最適な学び」と
「協働的な学習の提供」

・基礎基本の定着
・体験的活動、言語活動、
課題探究的な学習の充実

〇学習習慣の向上と
学習規律の標準化

・小中一貫教育
・一人一台端末の指導実践
・外部講師の活用

こころを充実
「豊かな心」育成プログラム

○気づき、考え、行動できる子に
・自治的な活動を目指して
・校内外生活の約束

○命の指導、いじめ・不登校への
組織的対応
・どの子も安心できる学級づくり
・自己肯定感の醸成
・特別支援教育の充実

〇よりよい人間関係の構築
・ふれあい活動の充実
・美しいものに感動する心

からだを充実
「健やかな体」育成プログラム

○運動に関する取組の充実
・体育での運動量の確保
・持久力、柔軟性の向上
・スポーツテストの実施
・出前授業の活用

○集団遊びの充実
・児童委員会からの発信
・用具やスペースの設置

○健康に関する指導の充実
・性教育、食育指導
・出前授業の活用

学校力を充実
マストを押さえ、ベターを目指す

〇学び合う教職員、協働精神で組織対応
・札教研、学年研修の充実
・情報を共有し、共通理解で共通対応
※全教職員が共同経営者

〇業務の改善と効率化で心理的余裕を
・日常での情報共有を充実（会議の削減）
・配付文書のデータ化（ＨＰへの掲載）
・データの共有、整理、活用
・凡事徹底（後片付け、整理整頓、環境整備）

〇安全・安心な学校
・危機管理マニュアルの精査、更新
（いじめ、アレルギー、防災防犯、感染症）
・教職員の服務規律遵守、不祥事根絶

対話を充実
迅速、適切、丁寧な対応

〇保護者との対話
・話しやすい、相談しやすい、頼りになる
（来校・電話・連絡帳対応）
・要配慮児童（家庭）への対応
・情報発信の工夫改善（ＨＰの活用）
・「まほうのかいわ」の啓発

〇異校種、地域、関係機関との対話
・小中パートナー校連携(ＣＳに向けて)
・幼保小及び地域との連携
（町内会、子ども会、SG、SZ実行委員会）
・関係機関との連携
（家庭児童相談室、児童相談所、支援センター、
ちえりあ、特別支援教育巡回相談員など）

～ 重点目標達成のための５つの充実 ～


